
青梅市社会教育委員会議１１月定例会会議録  

 

                        平成２８年１１月１５日

２ ０ １ 会 議 室 

出席者 委員   ６名  

                              事務局  ３名  

１ 開  会  

【議 長】市内のあちこちでクマが出没している。行楽シーズンを控えあちこ

ちで影響が出ているのではないか。文化祭等が様々なところで行われている。

影響が出ていなければよいのだが。 

【課 長】秋の生涯学習事業を進めている。先月は国際理解講座と共催で渡辺

陽一講演会を行い、盛況であった。また、今日から俳句コンテストの入賞作品

をロビーに展示している。 

 

２ 報告事項  

（１）第５８回全国社会教育研究大会千葉大会について 

ア 日 程 平成２８年１０月２７日（木） 

  イ 場 所 千葉県文化会館（千葉県千葉市） 

  ウ 参加者 新藤議長、横手委員、園田委員 

随行 事務局 木下・土屋 

【事務局】事務局から報告。 

【議 長】全国大会であったので、多くの方が出席していた。 

【委 員】アトラクションの市立柏高校の吹奏楽の演奏が素晴らしかった。講

演はオリエンタルランドの人事部長であった。入社した頃はアトラクションの

クルーを３年ほどやっていたとの事で、そこからのスタートの方が人事の執行

役員にまでになれるような会社なのだと興味深く話を聞くことができた。やり

きるという達成感と、一丸となって取り組むことが大事だと言っていたところ

が、私も同じように活動していけたらいいなと思った。シンポジウムは、どの

方も現場で実践している方で、私も現場でいろいろな活動を作っているものの

一人として、共鳴できるもの、真似したいなと思う事が多くあった。 

【議 長】予算不足の件で取沙汰されている全国大会だが、あれだけの社会教

育委員と、講師やシンポジストなど実践している方が集まり、イベントを打つ

ことで、いい時間を生み出していたと思った。オリエンタルランドの人事部長

が、７対３の原則があるといっていた。ディズニーリゾートの客の割合が７対

３で女性が多い、１８歳未満が７対３で多いという事であった。また、創業の

理念、オリエンタルランドらしさを出す、シンプルに作る事、一貫してやり続

ける事。これが三大原則として今でも２８，０００人の従業員が守っている。

また、従業員全員が人の喜びは自分の喜びという価値観を大事にしているとの

事であった。 



（２）平成２８年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会第１ブロック研修会

について                     

  ア 日 時 平成２８年１１月５日（土）午後１時３０分開場 

午後２時開演 

  イ 会 場 あきる野ルピア ３階 ルピアホール 

  ウ 内 容 シンポジウム（基調講演及びパネルディスカッション） 

  エ 参加者 新藤議長、森田副議長、小花委員 

随行 事務局 木下 

【事務局】事務局から報告。 

【委 員】中学校の中神輿の話が合ったが、地元新町御嶽神社には子供神輿が

約１０基あるのだが、担ぎ手がいない。昔は地域に子供会があって、子供会で

担ぎ手が足りていたのだが、子供会がない状態なので、苦肉の策で新町中学校

の生徒にボランティア活動として、担いでもらっている。今年新町御嶽神社は

４００年祭というのがあって盛大に盛り上げようとなっているのだが、その中

で、大人神輿を作ってはという話が出ている。大人が神輿を担いでいる姿を子

供たちが見れば、あこがれて子供神輿を担いでくれるのではないかと思った。

子どもからいきなり大人では年が離れすぎているので、中学生の中神輿という

のは間の位置付けの神輿でちょうどいいなと思った。新町地区は親が地元出身

でない家庭が多い。その中で、子供たちに青梅が地元、新町が地元という地元

意識を持てるように育ってもらいたい。それには子供たちに対してインパクト

があればと思い、この中神輿というのは良いアイデアだと思った。 

【議 長】この調査がすごいと思った。内容が濃いものがあった。司会の方が、

この調査を熟知して進行しているところに感銘を受けた。最後にテーマが書い

てあったのだが、素晴らしかったので紹介する。「あきる野の香りがするあきる

野っ子を育成する。」と書いてあった。素晴らしい内容だったので、もう少し人

数が集まればと思った。主催する際には人の集まりに対して、前もって働きか

けしないと、せっかく開いても十分伝えきれない事になってしまう。 

 

（３）（一社）全国社会教育委員連合機関誌『社教情報』第７６号の購入につい

て                  （報告資料１－１、１－２）  

【事務局】事務局から購入について案内。希望者は申し出てほしい。 

  ～議長が購入を希望～ 

 

（４）平成２８年度青梅市芸術文化奨励賞について 

【事務局】１１月１０日の教育委員会で１０月の定例会で審議した通り決定し

た。１２月１７日に芸術文化奨励賞の表彰式と発表会がある。 

 

（５）青梅市社会教育委員会議１０月定例会会議録について （報告資料２）  

【事務局】事務局から概要説明。 

 



（６）その他  

特になし 

 

３ 協議事項 

（１）東京都市町村社会教育委員連絡協議会交流大会・全体研修会について 

（協議資料１－１～４） 

ア 日 時 平成２８年１２月１７日（土）午後１時～４時３０分  

イ 場 所 八王子市学園都市センター  

  ウ 内 容 式典・各ブロック研修会実施報告・講演  

  エ 参加者  

【事務局】事務局から概要説明。 

【議 長】参加希望者を取りまとめたい。 

 ～新藤議長、鎌田委員、横手委員、金子委員、小花委員の５名が参加希望～ 

 

（２）東京都市町村社会教育委員連絡協議会の平成２９年度予算編成に向けて  

（協議資料２－１～５）  

【事務局】事務局から概要説明。 

【議 長】前回の青梅市でのブロック研修会の会計報告の資料があるが、もし、

予算削減となれば前回のようにはできなくなる可能性がある。意見は事務局で

集約することになるのか。 

【事務局】今日この場での意見と、持ち帰りいただき１２月中旬までに意見い

ただければ集約して都市社連協の事務局に提出したい。 

【委 員】前回の青梅市ではどのような事を行ったのか。 

【事務局】市内で行っている様々な社会教育活動を発表した。ブロック活動費

はどのように使ってもよい。 

【委 員】看板代でほとんど使ってしまっている。手書きにすればほとんどか

からなくなるのではないか。節約できるところはあると思う。 

【委 員】減額した額でブロック研修を行うという共通理解があれば、減らし

た中で開催はできるのではないか。 

【委 員】青梅市の時は印刷製本費かかっていないが、なぜか。 

【事務局】事務局で印刷を行ったためかかっていない。 

【議 長】現在の収入に見合った運営をすることについては、皆が共通理解し

ていると思う。その中でブロック活動費のみが出た形だが、それ以外について

も見直しをしていくべきだという事を、自由記述欄に入れていただきたい。  

【委 員】ブロック研修を行うことで成果が出ていると思う。予算に見合った

ものをすればよいと思う。 

 

（３）１２月定例会について  

 ～休会とすることで了承～ 

 



（４）その他  

特になし 

 

４ その他 

【事務局】その他の配布物について説明。  

 

 

次回定例会 平成２９年１月１７日（火）  


